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ひかりが丘地域ケアプラザの目的

私たちは、地域の方々が住み慣れた場所で安心して暮らせるよう福祉保健サービス等を行います。

基本方針 ①利用者や地域に貢献するために各部門、地域や行政等と連携します。       2019 年 No.１９７

     ②互いに資質向上に努め、信頼に繋がるサービス体制を創ります。

☜当ケアプラザ HP



2 月 23 日（土曜日）お城検索第二弾

として、小机城址に行ってきました。

ＪＲ横浜線の小机駅から徒歩 15 分、

小机城址市民の森として整備されており、小高い丘の上に城跡が

あります。小机城は正確な築城年は不明ですが、戦国時代には

後北条氏が城を管理、修復しています。ひかりが丘からは比較的

近い所にある城ですが、実は 2017 年（平成 29 年）に続日本の

100 名城にも選定され、城マニアの間では有名な城なのです。

城址には、多くの空堀（写真）、土塁、土橋、櫓台跡などがはっき

りと確認でき、非常に見ごたえがあります。こんな身近に歴史ロ

マンを感じられる隠れた名所があるなんて…。横浜市は奥が深い

ですね。

                               地域包括支援センター 西村
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臨床美術士 浅井千歳先生指導

共同制作
墨汁やオイルパステル
を使って全員が春の気
分の線や点を描きまし
た

1 月 25 日の音楽療法では壁飾りの制作を行いました。だるま、雪だるま、雪ウサギのかざりです。

だるまはお一人お一人、折り紙で折って顔を描いていただきました。笑っただるまさん、凛々しい

だるまさん、少し困った顔のだるまさん。「なかなかいいでしょ」「何だか私そっくり」「あなたそ

っくりでしょ、この眉毛」それぞれ個性たっぷりのだるまになりました。

デイサービス 壁飾りの制作
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「春」フレンズ・コラボ



接触性皮膚炎は、外来性の刺激物質や抗原が、

皮膚に接触することにより発症する湿疹性の炎

症反応です。湿疹とは、外的、内的刺激に対する

主に表皮を炎症の場として、痒み、ヒリヒリ感を

伴う可逆性の炎症反応です。紅斑、丘疹、小水疱

などが混ざった皮膚から慢性化するとゴアゴア

した皮膚（苔癬）に至る皮膚症状の総称です。

大きく分けて、刺激性、アレルギー性、光接触性、

全身性接触皮膚炎に分類できます。

① 刺激性接触皮膚炎

正常な人の皮膚は分子量１０００以上の物質

が角層を通過することはありません。しかし、

皮膚に接触した石鹸、強酸性、強アルカリ性

化学物質などの皮膚を刺激する物質が障害部

位より侵入して角化細胞を刺激してサイトカ

イン、ケモカインという炎症を引き起こすタ

ンパクの産生を誘導し、炎症細胞の局所への

浸潤を引き起こすため皮膚炎が起るしくみで

す。ですからアレルギー体質でない人にも起

こるかぶれです。

② アレルギー性接触皮膚炎

微量の低分子の抗原

である漆、ニッケル

などのハプテンが皮

膚について炎症を起

こします。初めて抗

原に触れて炎症を起

こす感作相と再度抗

原に触れて起こる惹

起相があります。

その抗原に感作された人のみがアレルギーを

起こします。
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接 触 性 皮 膚 炎  （その１）

『NHK介護百人一首 2019』
として選定され表彰されました。
E テレ（NHK 第 2教育テレビ）

４月１７日または２４日午後７時に
ＴＶ出演される予定です。

新元号への改元に便乗した消費者トラブルにご注意ください！

55

5 月 1日の新元号への改元に関連し、これに便乗した消費者トラブルが発生しています。

•「天皇陛下の退位を記念したアルバム※を購入しないかと電話で勧誘された」などの電話勧誘販売

•「注文していないのに、皇室に関するアルバム※が届いた」などの送り付け商法

高齢者がトラブルに巻き込まれていますので、家族や地域の方が高齢者を見守るようにしましょう。

•消費生活センター等をご案内する電話番号消費者ホットライン：「188」

見守り新鮮情報

ひかりが丘地域ケアプラザ協力医 森川 茂

当ケアプラザ・デイサービスご利用
上島璃美様



ボランティア募集のチラシを配っている時に交わしたやりとり。

『私は年だから何もできないし･･』「そんなことないですよ、活動することで、ご自分の介護予

防にも繋がるし、それが人の為にも、地域の為にもなるなんて一石三鳥ではないですか。」と答

えると『足も痛いから無理、無理』

こんな会話がよくあります。そんな時に、「今、地域活動されている人達はご自分の都合もあ

るけれど、空いた時間を見つけて、また体調とも相談しながら、活動しているのだと頭をよぎり、

「本当に感謝」「有難い」「すごい」と、様々な感情が湧き出てきます。中には、1 人で沢山の活

動をされている方々もおられます。これは立派なことですが、「それで良いのか?こんなことは

良くないのでは？」1 人で 10 のことをするのは大変ですが 10 人で 10 のことなら 1 人 1 つ

でよいし、20 人なら 1 人の半分の力でよい、できないことをするのではなく、今の自分ででき

ることをすることが大事なのだと思い、皆様の力が少しずつでも集まれば、誰か一人が無理をし

ないで良い地域になるのではと思う今日この頃です。

３月１０日 ボランティア交流会

発行者 〒241-0001 横浜市旭区上白根町 807-2 横浜市ひかりが丘地域ケアプラザ 所長 下山直樹

電話：045-953-6890 FAX：045-958-1140 HP：http://www.adventist-welfare.jp/hikarigaoka/

ひとりが皆の為に皆がひとりの為に

ボランティア交流会では、所長挨拶・参加者紹介・ケアプラザ

各部門からの報告を行いました。包括で推進している『だんだ

んダンス』を体験した後、日頃のご協力に感謝をこめた心づく

しの昼食を皆様に召し上がっていただきました。午後には旭美

会さまの日本舞踊の披露があり、ボランティアさま同士の交流

を深めることができました。今回出席できなかったボランティ

アさまには、この場を借りて心より感謝申し上げます。


